
世界農業遺産とは

世界農業遺産は、世界的に重要かつ伝統的な農林水産業を
営む地域を国連食糧農業機関（FAO）が認定する制度です。
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世界で21カ国57地域、日本では11地域が認定されています。
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国内の世界農業遺産認定地域 ※カッコ内は認定年月

Globally Important Agricultural Heritage Systems

石川県能登地域
（平成23年6月）

新潟県佐渡市
（平成23年6月）

静岡県掛川周辺地域
（平成25年5月）

岐阜県長良川上中流域
（平成27年12月）

大分県国東半島宇佐地域
（平成25年5月）

熊本県阿蘇地域
（平成25年5月）

宮崎県高千穂郷・椎葉山地域
（平成27年12月）

和歌山県みなべ・田辺地域
（平成27年12月）

宮城県大崎地域
（平成29年11月）

静岡県わさび栽培地域
（平成30年3月）

徳島県にし阿波地域
（平成30年3月）

(令和元年9月現在)
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世界農業遺産申請から認定までの流れ

申請する農林水産業システムは、地域コミュニティの食料及び生計の保障に貢献
するものである。

世界農業遺産認定基準

申請地域は、国連食料農業機関（FAO）が定めた５つの基準と保全計画に
基づき、評価されます。

申請地域は、農林水産業システムを動的に保全するための保全計画を作成するこ
と。

１．食料及び生計の保障

２．農業生物多様性

３．地域の伝統的な知識システム

４．文化、価値観及び社会組織

５．ランドスケープ及びシースケープの特徴

システムの持続性のための保全計画
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申請する農林水産業システムは、食料及び農業にとって世界的に重要な生物多様
性及び遺伝資源が豊富であること。

地域の伝統的な知識システムが、「地域の貴重で伝統的な知識及び慣習」、
「独創的な適応技術」及び「生物相、土地、水等の農林水産業を支える天然資
源の管理システム」を維持していること。

申請する農林水産業システムには、地域を特徴付ける文化的アイデンティティ、風
土、資源管理や食料生産に関連した社会組織が存在すること。

長年にわたる人間と自然との相互作用によって発達してきたランドスケープやシー
スケープを有すること。

※ＦＡＯへの申請に当たっては、農林水産省の承認が必要です。
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